
Keyword

インターネットを介したコミュニケーションが私達の生活の中
で頻繁に用いられるようになってきています。特に若者の間で
はLineやTwitter、InstagramなどのSocial Networking Service 
（以下SNS）を利用したコミュニケーションが盛んに行われて
います。そしてこのようなコミュニケーションが多く使われると同
時にいくつかの問題点も指摘されるようになってきました。その

一つがインターネットを利用した犯罪です。日本ではSNSを介
した犯罪は犯罪として立証されるのが難しいとされています。
SNSを介した殺人がアメリカで犯罪として認知されました。被
害者はメールや電話を通して自殺を選びました。被害者の弱さ
を加害者が利用した犯罪でした。

人を自殺に導く関係
―アメリカのメール殺人から学ぶ―

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

保育士支援に関する研究
エンカウンターグループに関する研究
Person-Centered Approachに関する研究

その他の研究テーマ

SNSコミュニケーション・犯罪

人間科学部
臨床心理学科

准教授

三國 牧子

●SNSコミュニケーションの影
響力の大きさ

顔が見えないコミュニケーション
だからこそ、勝手に受けて側が都
合よく想像してしまうので、容易
に悪い方向へいきやすいです。

トラブルに巻き込みやすい関係と
して、支配的・被支配的人間関
係を言語分析・行動分析するこ
とで把握できるかもしれません。

●SNSを使ったコミュニケーショ
ンでトラブルに巻き込まれる

SNS
コミュニケーション

●SNSコミュニケーションとパーソナリティの関係の不健全さに注目し、コミュ
ニケーションを考えます。

Point

人間関係と犯罪
●加害者と被害者になってしまう人間関係に注目して、コミュニケーションを
考えます。

Point

インターネットを使った犯
罪の分析に貢献

インターネットリテラシー
教育に貢献

【事例紹介】
被疑者が黙秘を続けるという困難な状況において、三國准教授は
臨床心理士と精神保健福祉士の５人の専門チームを結成、被害者
と被疑者の両側面から心理分析を行い、捜査に貢献しました。
本案件は、臨床心理士が犯罪捜査に積極的に関わった日本で初
めての事例です。
本案件（殺人事件）の捜査に関し、専門的な見地から事件の全容
解明に寄与したとして、平成28年10月12日、福岡県警察本部より、
感謝状が授与されました。

Keyword

障害者差別解消法が成立したことにより、多くの高等教育
機関が合理的配慮に取り組み始めており、授業における配慮
は多くの機関で取り組んでいる。しかし、授業以外の配慮支
援はまだ多くはなく、進路･就職指導を行っている高等教育機
関は3割程度である。障がい学生の就職率は全国で51.5％に

とどまっており、就職の支援は最も脆弱といわざるを得ない。
本研究は、障がいの学生に対するキャリア支援システムの

担い手となる担当職員に対して、人と人の関わり方について
学ぶきっかけとなれる。また、障がい学生に対する効果的な支
援方法の基本的なシステムについて検討した。

障がいのある学生に対する
キャリア支援のはじめ

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

障害者雇用施策及び障害者福祉サービスにおいて、地域で生活している障害者については一定の就労支援
システムの実践が進められている。

その他の研究テーマ

障がい学生、キャリア支援、ボランティア活動

●障がい者雇用を行うにあたっ
て、合理的配慮方法を知り
たい

企業に出向いて、職務アセスメ
ントを行い、個々の学生に適した
職務内容、合理的配慮につい
て大学等が提供

企業活動の中の共有価値の創
造（CSV）の実践

●企業等における社会課題への
取り組み、社会的責任（CSR）
の視点

障がい学生
キャリア支援技術

●障がい学生を十分に支援できなかった大学等においてキャリア支援のあ
り方を理解することが可能です。

Point

大学等における障がいのある学生に対する合理的配慮が求められているが、多くは授業配慮のみであり、キャ
リア支援への配慮は少ない。

立石 宏昭

人間科学部
臨床心理学科

教授

倉知 延章

障害者雇用促進法におけ
る障害者を雇用する障害者
雇用率制度

企業に対して障がい学生個別に必要な合理的配慮事項の提供

外部の障がい者就労支援専門職の活用

障害特性に即したキャリア相談の実施
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